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2015自治労県職労春季要求回答交渉
（報告）

総労働時間の短縮に向け、意見交換の場を考えたい（当局）

労使で知恵を出し合い、実効性ある具体的な取組みで、長時間過重労働の撲滅を！
自治労県職労は4月17日、2015年春季要求回答交渉を行いました。（回答の概要）
過重労働をなくそう！
過労死水準を超える長時間労働は、職員の命や健康に係わる大きな問題です。管理監督者の意識啓発や所属任せだけでは、過重労働を撲滅することはできません。
県安全衛生委員会で入手した数字では、2013年度は月45時間超の長時間労働を行った職員が2千名を超えています。（残業手当が支払われた数。実態ではない。）自治労県職労は、グループウェアを活用して、全庁的に在庁時間の把握をするよう当局に提案しています。

交渉の中で労務担当局長は、「総労働時間の短縮について、職員の皆さんができる現実的な取組みをしていきたい。実務レベルでの意見交換の場を考えたい。」と回答しました。

過重労働対策は、待ったなし！喫緊の課題です。これまでより一歩踏み込んだ当局の姿勢に期待し、労使で知恵を出し合い、実効性ある取組みの具体化をめざしていきます。
専門家チームによるメンタル対策を！
　自治労県職労は、10年以上前からメンタルヘルス不全対策を重点課題に位置付けて運動を進め、相談窓口の開設・充実、リハビリ勤務や傷害保険の導入、精神科産業医の配置、新採用職員の面談・フォローアップなど、多くの成果を実現してきました。

しかし、複雑・多様化する業務と少ない人員の中で、メンタル不全に陥る職員が後を絶たない現状からすれば、まだまだ十分とは言えません。

この間の不適正な人員削減が長時間過重労働を恒常化させ、メンタル問題を引き起こしています。
「予防」、「早期発見・ケア」、「復職サポート」対策の有機的な連携が必要です。

自治労県職労は、職員健康管理センターに産業医を責任者とする専門家チームを設け、総合的なメンタルヘルス対策を確立するよう提案するとともに、精神科産業医の専任化も求めています。

今年1月から、月80時間超の時間外を行った職員全員を対象に、産業医の面接が行われています。

自治労県職労は、引き続き当局に具体的な提案をしながら、メンタルヘルス対策が前進するよう要求していきます。
＜2015年度当初欠員状況＞
	職種
	数
	対応
	職種
	数
	対応

	一般職計
	158
	
	歯科衛生士
	2
	

	一般事務
	72
	非常勤4
	獣医師
	1
	

	職訓指導員
	21
	
	大学教育
	5
	採用5

	福祉
	30
	
	建築
	1
	

	保健師
	2
	
	一般土木
	4
	

	看護師
	2
	
	農業土木
	2
	

	専任教員
	1
	非常勤1
	電気
	2
	

	医師
	5
	
	無線
	1
	

	化学
	1
	
	現業職計
	14
	

	物理
	1
	
	調理
	4
	

	林業
	1
	
	農芸技能
	2
	非常勤2

	農業
	1
	
	電話交換
	2
	非常勤1

	衛生監視
	1
	
	監視
	4
	非常勤4

	と畜検査
	1
	
	動物技能
	2
	非常勤2

	化学検査
	1
	
	欠員合計
	172
	


※欠員対応：記載以外は、臨任職員

2015春闘要求交渉結果
	項　目
	自治労県職労の主張
	労務担当局長の回答要旨

	過重労働・

不払い残業の撲滅
	・基本要求交渉で確認したとおり、時間外勤務削減に向けた実効性ある取組みの具体案を示すこと。過労死水準を超える長時間労働は大きな問題。職員の命や健康を守るために過重労働の撲滅を。

・グループウェアを活用した在庁時間の把握。

・内部管理事務（予算業務や議会対応）を抜本的に見直し、庁内分権を進めるべきである。管理調整会議の申し合わせ事項を徹底すること。
	・総労働時間の短縮については、コスト意識を持って効率的な行政運営を進めていく上で、また、職員の健康管理面からも重要と考えている。管理監督者が職場実態を踏まえてスケジュールの進行管理を的確に行い、勤務時間を管理することが大切。

・総労働時間の短縮に向けて、職員ができる現実的な取組みを検討していく。実務レベルでの意見交換の場を考えたい。

	適正な人員配置
	・減らし過ぎの人員回復を。根拠のない削減は容認できない。

・欠員は正規職員をもって早急に解消すること。

・職業訓練指導員の欠員補充。

・福祉職（児童相談所、生活保護担当）の大幅増員。生活保護の経理担当職員の増員。

・県税事務所や保健福祉事務所の適正な人員配置を。

・短時間再任用職員や非常勤職員が複数配置されている職場の増員。

・メンタル不全による休職明けの一定期間、臨任職員の継続配置。
	・多様化・高度化する県民ニーズに的確に対応し、質の高い成果の見える県民サービスが求められている。無駄のない行政運営を徹底するとともに、不断の行政改革に取り組んでいく必要がある。人員の問題もその延長線上に位置づけられ、適正配置に当たっては厳しい調整にならざるを得ない。

・業務そのものの廃止を含めた見直しや、仕事の進め方の抜本的な改革など、あらゆる見直しを行った上でどのような県民サービスを提供するか議論をしっかり行い、優先順位を明確にする必要がある。各局の政策判断が重要。

	人事制度
	・職員のモチベーションが維持できる昇任昇格。

・人事評価システムの見直しにあたっては、これまでの労使関係を踏まえて、十分な労使協議・交渉を行うこと。
	・評価の水準は評価者の基準を合わせ、客観的・公平に行っている。これまで労使で話し合ってきた枠組みに従って適切な運用に努めていきたい。

	メンタルヘルス対策、労働安全衛生の確立
	・産業医を責任者とする専門家チームによる総合的体制の確立。

・メンタル対策への産業医の積極的な関与について、組合との協議を。

・メンタル不全による療養休暇者・休職者が発生した職場の所属長に、産業医への報告を義務付け、産業医が状況を把握できる仕組みを。

・安全衛生委員会の活性化を図ること。

・職員の労働安全衛生を確保するために、時間外においても、冷暖房を稼働させること。労働安全衛生法令の遵守は当然の責任。
	・メンタルヘルス対策は健康を保持しつつ、職務に専念できる職場環境の整備が重要と、健康管理センターや地共済がさまざまな施策を進めてきた。
・過重労働対策については、月80時間超の時間外を行った職員全員を対象に、今年1月から産業医による面接を行っている。

・メンタルヘルスの課題については、プライバシーに留意し、有効な対策について話し合う。

・ハラスメントのない、良好な職場環境づくりをしていく。

	行政システム改革
	・県民サービスを無視し、職員の雇用や労働条件に大きな影響を及ぼす、派遣・指定管理者制度の導入を見直すこと。

・産業技術センターの地方独立行政法人化について、職員の同意も得ずに公務員身分を奪うことは、到底認められない。
	・行政改革の推進にあたっては職員の協力と理解が不可欠。理解を求める努力をしていく。

・これまでと同様、早め早めの情報提供をし、しかるべき時期にしかるべき場で対応していく。勤務条件に関わる時は責任をもって対処していく。

	職員の個人情報の取扱いについて
	・県庁CHO計画から「医療費データの分析・活用」を除外すること。

「健康診断データの分析・活用」は、具体的にどのようなことを想定し、個人情報保護をどのように考えているのか、明らかにすること。
	・個人情報保護関係法令を遵守して対応することが基本である。

	臨任・非常勤・再任用職員の賃金・労働条件改善
	・行政補助員制度の抜本的見直し。

・臨任・非常勤職員について、一方的な雇い止めを行わないこと。

・均等待遇の原則による抜本的な労働条件の改善。

・60歳以降の雇用のあり方や再任用制度の見直しについての協議。
	・これまでも給与、その他の勤務条件について、一般職員との均衡を図りながら措置してきた。類似の府県ではトップクラスであり、これまで以上の対応は困難と考える。
・雇用と年金の接続をめぐる課題については、国の動向や他の都道府県の状況を踏まえ、県労連の場で必要な検討を行う。

	ノーマライゼーションの推進
	・障害者権利条約が批准されたこと、2016年度には「障害者差別解消法」が施行されることを踏まえた人事・給与制度や職場環境の改善を。

・混乱が生じている実態を踏まえ、視覚障害を持つ電話交換職員の職場への派遣労働者の配置を止め、直営に戻すこと。
	・要求のあった内容については、可能な限り意を用いる。
・面接等で個別事情を十分把握し、異動等に配慮していく。

・新人事給与システムについては、「情報バリアフリーガイドライン」に基づき、具体の設計を進めていく。



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































